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6,林 道 切 取 法 面 の 崩壊 に つ い て

森 鐙 紘 一

林業の生産基盤として欠くζとのできない林道の開発は、一方では、梅雨あるいは台風時の集

中豪雨で、しばしば切取法面の崩壊を慶こし災害の原因ともなっている。

そ こで本研究は.宮 崎県下で最近開設された14路 練について.そ の切取法面の崩壊状態を調

査し.崩 壊の指標として.
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を算出し、その実態を究明 して.路 練の配置、構造、施工方法の知見を求めることを 目的とする。

データのしゅう集お よび分析は次の手順で行なっている。

1.現 場で.切 取法面の崩壊個所を設計平面図上vatoと す。

2標 準点(燃.点 をとった)teよ び崩壊点(崩 壊個所にふ くまれる燃 点あるいは エP点 をとった)

について、切取法面長.地 盤傾斜角.切 取面積を横断面図から.切 取法面が向 う方位を平面図

から読みとる。

5.各 要因について、標準点の出現櫃数細よび崩壊の発生個数を次表のような階層測に集計するm

これを路練別、施工年度別.地 質別に行な う。

4.各 要因別に崩壊発生比を求めるo

5各 要因の階層と崩壊発生比との間に㍗次相関があると仮定して関係式を求め・各要因の限界値を求める・

以上のような手順で分撰を進めているが、今後さらにデータ数をふや し.こ れらの要因が組合

わ毒れた場舎の切取法面崩壊の限界値を求めてい く。


